特別活動学習指導案
	日　時
	平成２６年１０月２４日（金）８：３０　～　２５日(土)１１：５５ 

	指導者
	上之郷小学校教職員11名

	参加者
161名
	教職員11名、児童85名、、近隣自主防災会約30名、上之郷小学校区防災教育推進委員会10名、学校評議員4名、民政児童委員8名、上之郷地区町議会議員3名、PTA10名

	外部

指導者
	日本赤十字岐阜支部2名、自衛隊岐阜地方協力本部　美濃加茂地域事務所2名、
陸上自衛隊第6施設群第369施設課中隊8名

守山駐屯地第10師団35普通科連隊3名


１．題材名　　「防災キャンプinかみのごう」における『防災運動会』
２．指導の立場

（１）被災して

2011年9月20。上之郷地区では、台風15号に伴う大雨で土砂災害・道路の冠水・河川の氾濫などが数箇所で発生した。午後0時10分。御嵩町教育委員会から「小学校を避難所にします」と連絡が入り、休日出勤職員3名が対応した。
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本校職員は、避難所開設で来校した町の職員から「長机を出してほしい」「避難者が休めるようなジュウタンはあるか」「状況を報告するため受付係をお願いしたい」などの依頼を次々に受け準備を進めた。地域の避難者は、後から続々と体育館へ訪れた。
けれども本校の職員は「近くの方なのにお名前がわからない」「どこにお住まいの方なのか」「避難者にどう過ごしてもらうとよいのか」など、不安を抱き迷いながらの対応となった。　　　　↑濁流が流れ込む本校校門
避難所開設の物的な準備は概ね済み、猛烈な雨も収束したが、職員は、再び学校がこのように避難所なる場合考えると、ハードとソフトの両面で多くの課題があることが分かった。

（２）防災教育のはじまり

このような被災を教訓に、本校は平成24年度から防災教育を行った。近年の気候変動と将来の巨大地震及び火山噴火と、これらに伴う二次災害のリスクを考えると、学校はいつでもどこでも避難所になる可能性がある。
また児童にも、誰一人として犠牲にならないための「自分の身を守る」知識やスキル、判断力・行動力、被災しても決してあきらめない前向きな生き方を身に付けさせたい。私たちは、小学校における防災教育の目標※１を踏まえ「自他の生命を尊重し、主体的に判断し、安全のための行動ができる児童の育成」を目指していかなければならない。


※１　防災教育の目標　学校防災のための参考資料「生きる力」を育む防災教育の展開（文部科学省　平成25年3月）より
ア　自然災害の現状、原因及び減災等について理解を深め、現在及び将来に直面する災害に対して、
的確な思考・判断に基づく適切な意志決定や行動選択ができるようにする。
イ　地震、台風の発生等に伴う危険を理解・予測し、自らの安全を確保するための行動ができるよう
にするとともに、日常的な備えができるようにする。
ウ　自他の生命を尊重し、安全で安心な社会づくりの重要性を認識して、学校、家庭及び地域社会の
安全活動に進んで参加・協力し、貢献できるようにする。
（３）基本的な構え
これからの防災は、児童と教職員の命を学校において守り抜く「学校防災」の考え方にとどまらず、保護者や地域の人々と、その生活を守り抜く「地域防災」に広げていく必要がある。これは、次のような法令にも明らかにされている。

＜学校防災＞

	学校保健安全法第30条「学校においては、児童生徒等の安全の確保を図るため、児童生徒等の保護者との連携を図るとともに、当該学校が所在する地域の実情に応じて、当該地域を管轄する警察署その他の関係機関、地域の安全を確保するための活動を行う団体その他の関係団体、当該地域の住民その他の関係者との連携を図るよう努めるものとする」


＜地域防災＞
	　災害対策基本法第7条「①防災の責務を有する者は、法令または地域防災計画に定めるところにより、誠実にその責務をはたさなければならない」、「②地方公共団体の住民は、自らの災害に備えるための手段を講ずるとともに、自発的な防災活動に参加する等防災に寄与するよう努めなければならない」


本校はこれに基づき、平成24年度から、初期避難所運営訓練を繰り返し実施してきた。職員は異動で入れ替わるが、どの職員もよく理解し、学校としての初期対応が可能となった。
一方、避難者との連携（共助）については、まだまだ十分とは言えない。
巨大災害で、仮に避難生活が長期に及ぶようになった場合はどうだろうか。円滑な避難所運営だけでなく、学校再開も大きな課題となる。保護者や近隣地区住民との接点はもちろん、相互に協力し合うために欠かせない信頼関係を築くことが必要だ。

私たちは、保護者や近隣地区の住民と、共同で活動する場を設け、互いの顔が見える関係づくりや相互に協力できる体制づくりを行いたい。このような活動の地道な積み上げが、阪神や東日本等の大震災を乗り越えた他の多くの地域のように、災害に強い町としての連携強化につながり、共助意識を生みだすと考える。
具体的には、本校への避難が考えられる地区である美佐野・宿・平の３地区との合同防災訓練を行い、関係づくりを進めていく。
（４）「防災キャンプ　in　かみのごう」について（詳細は別紙A３）
今年度も、昨年度に続いて上之郷小学校区防災教育推進委員会の協力を得て、近隣３地区合同の「命を守る学習」を計画できた。今回は第4学年の宿営を試み、近隣３地区と共同の活動も2日間に及ぶため、活動名を「防災キャンプ　in　かみのごう」とした。

昨年度は「防災オリエンテーリング」であったが、今年度は、いざというときに即応性が必要な自助・共助の活動から、その一部を「防災運動会」（本時）として実施する。

防災キャンプの1日目に、全校児童は「自助パック（非常用に各自が準備して学校に保管してあるグッズ）」を用いた避難生活の疑似体験を行う。けれども第4学年は、その後も学校で避難生活を行い宿営する。このため第4学年の児童は、長期の避難生活や自衛隊の救援が必要となる災害やリスクを知り、キャンプの想定やシナリオを理解する学習が必要になる。
また、両親と離れて、学級の仲間と2日間の宿営を乗り越える心がまえをもつためには、大震災で絶望的な状況に追い込まれても、それを乗り越えた異郷の仲間がいたことを知る道徳の学習も必要になる。
高学年は、大切な家族や仲間の命をつなぐための心肺蘇生法の講習を受けたり、低・中学年は『県の防災の日』にちなんだ学習を行ったりすることで、2日目の「自衛隊との防災体験活動（全校と上之郷地区住民）」が最後の切札として登場する「公助」だということを、一層理解することにつながると考える。
このように合同防災訓練を通して、児童・教職員・自主防災会の方々と、顔の見える関係をつくり、相互に協力しあう中で地域との一体感を実感し、共助意識を生み出していきたい。　

また、児童・教職員が近隣自主防災会の方々と共に交流することで地域への関心や愛着を高め、地域コミュニティーを強化していきたい。
（５）本時について
近隣自主防災会との合同訓練は、（１）でも述べたように、本校が避難所になったとき、ともに運営していかなければならない重要な地域となる。授業日であるならば本校職員もいるが、そうでない場合は、近隣の方々の力を借りなければ避難所の運営は困難となる。

その近隣の方々との合同訓練を昨年度から始めた。本年度は２年目で、どのような活動ができるかを研究課題の一つとしている。
昨年度は、全校が分団割り小グループにわかれ、そこに近隣自主防災会の方々も加わって地域での防災オリエンテーリングを行った。また、岐阜県防災ヘリもお願いして、校舎屋上からの救助救出訓練や偵察訓練の様子を見学し、公助について学んでいる。
本年度は、校内の縦割り小グループ（なかよし班）にわかれ、そこに近隣自主防災会の方々も加わっての防災運動会を仕組んだ。

1つ目の種目である「防災クイズラリー」は、防災に関わるクイズに対して瞬時に考え、答える競技である。主体的に判断し問題を解決する力を育てることをねらいとしている。自助としてのたくましい力の育成をめざしている。

２つ目の種目である「バケツリレー」は、火を消すための水をいかに速く運ぶかを競う。
消防車が来られない状況や初期消火の時は人手だけが頼りである。協力して行動することが速さを生む要素となる。工夫して考え声をかけて協力しなければならない。共助としての助け合う力の育成をめざしている。
楽しく競技をすることで、体力つくりも兼ねながら、これらの競技を自主防災会の方々と行っていく。
また、司会進行をあえて上之郷地区の防災リーダーに依頼し、地域と深く広く連携していくための工夫の一つとした。
４．研究の視点

【視点１】研究内容①「指導内容の追求」に関わって
『防災運動会の活動は、小学生が身につける内容として適切であったか。』

「クイズラリー」と「バケツリレー」は、児童が、仲間や地域の一員としての自覚をもち、
災害や事故から命を守るためにより安全な方法や対応を考え、判断・行動し、助け合いの大切さを理解しながら共同して実践する内容として適切であったか。
【視点２】研究内容②「指導方法の追求」に関わって

『防災運動会の活動のあり方は、地域コミュニティーを強化し、防災意識をたかめること　

　につながったか。』

防災リーダーが進行の中心になり、「クイズラリー」と「バケツリレー」を近隣３地区の方々と合同で行ったことは、互いの顔が見える関係づくりと相互に協力できる体制づくりを積み上げながら、地域コミュニティーを強化することにつながっていたか。

５．平成26年度上之郷小学校「防災教育」に関わる特別活動計画
	平成26年度
	月日
	訓練名・対象者
	想定するリスク
と講師
	担当
指導部
	身に付ける「命を守る力」
危険予測・危険回避の力

	
	4/16
	命を守る訓練①
避難場所・避難経路確認訓練
全校児童・本校職員
	地震が発生し、二次災害が発生した場合を想定
	からだ部会
	・リスクを知らせる何らかの合図で危険予測
・リスクを避けた危険回避

	
	5/2
	命を守る訓練②
不審者侵入対応訓練
全校児童
	学校に不審者が侵入した場合を想定
	こころ部会
	・お客さんの行動に異変を感じたら
危険予測
・先生の指示に従って危険回避

	
	6/11
	命を守る訓練③
緊急時引取訓練
初期避難所運営訓練
全校児童・本校教職員
	被災した保護者が引取できず児童を一時保護する必要がある場合を想定
	こころ部会
	・在校時は先生の指示に従って危
険予測
・多目的室で待避し、必要なら自
助パックを用い危険回避

	
	7/11
	命を守る訓練④
着衣泳
4,5,6年
	夏休み中に、先生や保護者が近くにいないとき、海や池や川に落ちたり、洪水で水に浸かったりした場合を想定
（御嵩町B＆G海洋センター職員）
	からだ部会
	・流水では膝の高さで足を取られ
ることを危険予測
・慌てず、浮く物に捕まったり、
衣服に空気を入れ浮いたりする
ことで危険回避

	
	9/7
	命を守る訓練⑤
御嵩町防災訓練へ参加
全校児童・地域自主防災会
	直下型地震で本校職員不在時に避難所開設要請を受けた場合を想定
	こころ部会
	・緊急地震速報の報知音で地震発生の危険予測
・体育館では非構造部材の落下を避けて危険回避
・防災リーダーや大人や上級生の
指示を聞いて危険回避

	
	9/9
	命を守る訓練⑥
地震体験車
防災講演会
	長時間地震動で耐震化済の建築物や家具転倒防止があっても危ない場合を想定
講師：三上　卓　博士
（前：地震予知総合研究振興会）
（現：徳島大学環境防災研究センター）
可茂消防事務組合消防本部署員
	まなび部会
	・建物や室内設備は、巨大地震でどのように揺れるのか危険予測
・起震車の揺れを体験し、長く激しい揺れと、家具や設備の転倒や落下から身を守る方法を考えて危険回避

	
	10/24
	命を守る訓練⑦
心肺蘇生法講習
4,5,6年
	防災キャンプやマリン研修・修学旅行など宿泊を伴う校外や野外研修で、大切な仲間が倒れた時を想定
（日本赤十字社）
	からだ部会
	・呼吸や心拍の有無で危険予測
・心肺蘇生（CPR）とAED使用で危険回避

	
	10/24
	防災キャンプ⑧
防災運動会
近隣自主防災会との
合同訓練
	大雨後の直下型地震や火山噴火で、大規模な土砂災害や火砕流が発生し、ライフラインが寸断、帰宅困難・保護者と連絡不可能な場合を想定
講師：防衛省自衛隊岐阜地方協力本部水上　英夫　所長
陸上自衛隊
第6施設群　第369施設科中隊隊員
第10師団　　第35普通科連隊隊員
	からだ部会
	・地域の地質や地史から、過去に郷土を襲った巨大災害のリスクを知り、近年の気候変動に加え、地震及び火山噴火の地殻変動を想定し危険予測。
・全校児童は自助パック昼食で危険回避。
・クイズラリーや火災時の鎮火及び土砂災害の行方不明者捜索のためのバケツリレーに参加して危険回避。
・救援要請を受けた自衛隊員と学校で宿営または救援活動に参加し危険回避。

	
	2/14
	命を守る訓練⑨－１
親子通学路安全点検
全校児童・保護者
	集合場所から学校までの通学
路の区間で大雨による危険箇所があった場合を想定
	こころ部会
	・集合場所から学校までの通学路
の区間で、大雨・突風・落雷の時、
道路や橋、建物・木や鉄塔の有無
を確認し危険予測

	
	2/14
	命を守る訓練⑨－２
親子災害図上訓練
全校児童・保護者
	下校時に局地的豪雨又は雪による大雨・落雷・突風・積雪が発生した場合を想定
講師：本校職員
	こころ部会
	・雲の動きや激しい降雨・雷鳴・積雪の様子で危険予測
・避難所に決めた場所に急いで待避
し危険回避

	
	2/
	命を守る訓練⑩
登下校時災害対応訓練
児童・保護者・地域住民・本校職員
	登下校時に災害が発生した場合を想定
	まなび部会
	・防災無線で危険予測
・地域の人・物・建物などの防災
資源を活用し危険回避


６．本時のねらい
仲間や地域の人と共に防災クイズラリーやバケツリレーを行う活動を通して、仲間や地域の一員としての自覚をもち、災害や事故から命を守るためにより安全な方法や対応を考え、判断し。行動するとともに、火災を鎮火させるための助け合いの仕方を理解し、共同して実践することができる。【思考・判断・実践】
７．本時の展開　（指導者：全職員　進行：上之郷地区防災リーダー）
	時間
	活動内容
	指導・援助・評価
	自主防災会の動き

	13:55
	1． 防災運動会について知る
・今日の命を守る学習は、自分と仲間の身を守るための「すばやく考え、判断し、行動する力」を試す防災運動会です。
　・防災クイズラリー（すばやく考え判断する力）
　・バケツリレー選手権（協力して活動する力）
＊なかよしグループで整列。
	・自主防災会の方が各グループに分かれて活動できそうか確認する。
	・受付をして、グループに分かれる。

	14:00
	2． 防災クイズラリーを行う。
（ねらい）
これまでに学んできた事故や災害から身を守る方法をすばやく考え、答えたりやってみたりする。

（ルール）
・二人一組で行う。
・クイズが書いてあるカードをめくり、答える。
・自分で判断し、答えを導き出す。
	・ルールと進行方法を周知し、活動が開始できるよう、二人組で整列させる。
・低学年でも即答できる問題や高学年でも判断に迷うような問題を準備し、出題する。


	・児童と一緒にペアをつくり、クイズラリーの活動を行う。

	14:20
	3． バケツリレー選手権
（ねらい）
・火災が発生し、消防車が到着するまで、火が大きくならないように初期消火をする。
・消防車や自衛隊などの救助隊が到着するまで、近くにいる人が力を合わせて行方不明の人を助ける。



（ルール）
・バケツ２個で、バケツリレーをする。
・バケツに２Ｌペットボトルを入れて運ぶ。
・ＳからＧまですべてのペットボトルを運んだ方が勝ち。
	・人海作戦のねらいとよさがわかるように、活動が必要な具体的な場面や想定を説明し、意欲的に活動できるようにする。
・ペットボトルの入ったバケツリレーで渡す時に怪我がないように安全に配慮する。


	・児童と一緒にバケツリレーに参加する。

	14:35
	4． まとめ
※なかよしグループで整列。
　・感想交流

	・全体に聞こえる声で感想を発表しているか見届ける。
・大人も子供も力を合わせて協力できることは、災害を乗り越え強い地域づくりにつながることを話す。
【評価規準】
　クイズラリーで命を守るための方法や対応を考え、判断し、行動している。火災鎮火のためのバケツリレーの仕方がわかり、協力して活動している。
《思考・判断・実践》
	・児童の列の後ろに整列する。


○児童


□クイズ


―動き


△教師





【防災教育の観点】


≪思考・判断≫低・中・高


・クイズの内容を理解し、自分の命を守るための安全な方法や対応を素早く考え、判断し、適切に行動している。





○児童


□ペットボトル


Ｓスタート


Ｇゴール


　ペットボトル入れ























【防災教育の観点】


≪思考・判断≫　低・中・高


・火を消すには、大勢の人がリレー形式で水などを運ぶ方法があることがわかり、仲間や地域の一員として協力して取り組めている。





クイズラリーでは、今まで学習したことを生かして考えながら答えることができました。バケツリレーでは、みんなで協力すれば、救助隊が到着するまでに救助活動ができることを知りました。今日学んだことを生かして、何かあった時には、考えて行動していきたいです。









